
会
長
候
補
の
浪
岡
君
と
今
西
君

に
旭
工
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か

を
聞
い
た
。

浪
岡
君
は
「
生
徒
会
ク
ラ
ス
ル
ー

ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
は
拾
え

な
い
要
望
も
多
い
の
で
、 
細
か
い

意
見
に
も
目
を
向
け
た
い
。 
工
高

祭
で
の
花
火
は 

コ
ス
ト
が
か
か
り

す
ぎ
る
こ
と
と
生
徒
の
帰
宅
が
必

然
的
に
一
緒
に
な
り
混
雑
が
起
こ
っ

て
い
る
の
で
、
他
の
こ
と
も
検
討

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

今
西
君
は
「
旭
工
に
入
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
学
校
に
し
た
い
。

旭
工
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
待
機
生
徒

も
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
普

段
の
学
校
生
活
で
不
便
と
感
じ
る

と
こ
ろ
を
改
善
し
た
い
。
例
え
ば

ト
イ
レ
の
臭
い
、
自
習
室
の
設
置

な
ど
。
皆
の
意
見
を
集
め
、
取
り

入
れ
て
実
行
し
た
い
」
と
話
し
た
。

立
候
補
者
が
1
人
だ
っ
た
8
役

員
に
つ
い
て
は
、
昨
年
5
月
に
選

挙
細
則
が
改
正
さ
れ
、
無
投
票
で

信
任
と
な
る
。

立
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
生
徒

会
誌
編
集
委
員
長
、
体
育
委
員
長
、

行
事
委
員
長
、
議
会
副
議
長
に
つ

い
て
は
後
日
、
再
選
挙
と
な
る
。

陸
上
部
は
8
月
22
～
23
日
に
花

咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
な
わ
れ
た
第
42
回
北
海
道
高
等

学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
旭
川
支

部
予
選
会
に
出
場
し
た
。
１
５
０

０
ｍ
で
村
上
蒼
空
君
（
電
2
）
が

優
勝
、
や
り
投
げ
で
瀧
田
來
愛
君

（
機
2
）
が
優
勝
、
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
で
4
位
に
入
賞
し
た
。

リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
を
含
む
7
人
は

9
月
16
～
18
日
に
函
館
市
で
行
な

わ
れ
る
全
道
大
会
に
出
場
す
る
。

リ
レ
ー
に
出
場
し
た
部
長
の
田

中
陽
斗
君
（
建
2
）
は
「
今
年
は

旭
工
に
速
い
選
手
が
多
い
の
で
全

道
大
会
出
場
は
当
然
。
一
時
は
メ

ン
バ
ー
の
調
整
が
甘
く
、
走
り
切

れ
な
い
と
思
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
皆

が
頑
張
り
、
バ
ト
ン
パ
ス
に
も
大

き
な
ミ
ス
は
な
か
っ
た
。
チ
ー
ム

で
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
と
4
位
の
結

果
を
残
せ
た
の
で
良
か
っ
た
。
全

道
大
会
に
向
け
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や

練
習
で
調
整
を
し
て
い
く
。
メ
ン

バ
ー
の
バ
ト
ン
パ
ス
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
つ
か
ん
で
、
各
自
の
実
力
も

底
上
げ
し
て
い
く
。
43
秒
台
を
目

指
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
バ
ト
ン
パ
ス

や
体
の
調
整
を
し
て
決
勝
に
出
場

す
る
」
と
意
気
込
ん
だ
。

１
５
０
０
ｍ
に
出
場
し
た
村
上

君
は
「
新
人
大
会
で
は
絶
対
に
自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
て
優
勝
す
る
と

決
め
て
い
た
。
そ
の
二
つ
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

ラ
ス
ト
８
０
０
ｍ
か
ら
先
頭
に
出

て
積
極
的
に
レ
ー
ス
を
進
め
、
ラ

ス
ト
一
周
で
一
気
に
上
げ
て
1
位

に
な
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。
全

道
大
会
に
向
け
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
の
切
れ
味
と
レ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

ラ
ス
ト
１
０
０
ｍ
が
苦
手
な
の
で
、

そ
こ
を
重
点
的
に
練
習
す
る
。
4

分
03
～
06
秒
を
出
し
入
賞
す
る
」

と
意
気
込
ん
だ
。

電
気
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
9
月
10
～
11
日
に
あ
り
、
私
は

北
海
道
電
気
保
安
協
会
旭
川
支
部

に
行
っ
た
▼
1
日
目
の
午
前
は
会

社
の
説
明
や
入
社
す
る
と
き
の
最

低
限
必
要
な
資
格
、
発
電
所
か
ら

一
般
住
宅
に
電
気
を
送
る
ま
で
の

道
の
り
、
感
電
や
停
電
の
な
り
方

や
そ
の
後
の
問
題
、
実
際
に
あ
っ

た
事
故
、
高
圧
受
電
設
備
に
つ
い

て
の
座
学
と
社
内
見
学
な
ど
を
し

た
。
午
後
か
ら
は
Ｖ
Ｒ
体
験
で
感

電
事
故
や
階
段
や
電
柱
か
ら
の
落

下
事
故
、
車
の
衝
突
事
故
を
想
定

し
た
映
像
と
振
動
を
体
験
し
た
。

2
日
目
の
午
前
は
愛
別
ダ
ム
の
見

学
で
発
電
設
備
や
受
電
設
備
を
見

た
り
、
説
明
を
聞
い
た
り
し
た
。

午
後
か
ら
は
高
圧
気
中
負
荷
開
閉

器
や
真
空
遮
断
器
、
高
圧
交
流
負

荷
開
閉
器
の
実
習
を
し
た
▼
私
は

将
来
、
電
気
関
係
に
就
職
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
で
、
感
電
に
関

す
る
説
明
は
将
来
に
生
か
せ
る
と

思
っ
た
。
家
庭
で
の
漏
電
や
火
災

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
ケ
ー
ブ
ル

の
断
線
や
重
い
物
の
下
敷
き
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
洗
濯

機
な
ど
の
接
地
の
し
忘
れ
に
よ
る

漏
電
や
た
こ
足
配
線
に
よ
る
発
火

な
ど
の
事
故
は
日
常
生
活
で
起
こ

り
や
す
い
た
め
気
を
付
け
て
生
活

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
Ｖ
Ｒ
体
験

で
感
電
を
身
を
持
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
保
守
点
検
に
関
す
る

職
業
に
就
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、

水
力
発
電
所
の
見
学
や
説
明
で
教

わ
っ
た
こ
と
を
通
し
て
点
検
の
内

容
な
ど
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

た
め
に
な
っ
た
▼
こ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
を
将
来
に
生

か
せ
る
よ
う
に
し
、
資
格
の
取
得

や
学
業
に
励
み
就
職
の
選
択
肢
を

増
や
し
た
い
。

（
電
2
小
西
）

会
長
候
補
の
浪
岡
君
と
今
西
君

に
旭
工
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か

を
聞
い
た
。

浪
岡
君
は
「
生
徒
会
ク
ラ
ス
ル
ー

ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
は
拾
え

な
い
要
望
も
多
い
の
で
、 
細
か
い

意
見
に
も
目
を
向
け
た
い
。 
工
高

祭
で
の
花
火
は 

コ
ス
ト
が
か
か
り

す
ぎ
る
こ
と
と
生
徒
の
帰
宅
が
必

然
的
に
一
緒
に
な
り
混
雑
が
起
こ
っ

て
い
る
の
で
、
他
の
こ
と
も
検
討

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

今
西
君
は
「
旭
工
に
入
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
学
校
に
し
た
い
。

旭
工
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
待
機
生
徒

も
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
普

段
の
学
校
生
活
で
不
便
と
感
じ
る

と
こ
ろ
を
改
善
し
た
い
。
例
え
ば

ト
イ
レ
の
臭
い
、
自
習
室
の
設
置

な
ど
。
皆
の
意
見
を
集
め
、
取
り

入
れ
て
実
行
し
た
い
」
と
話
し
た
。

立
候
補
者
が
1
人
だ
っ
た
8
役

員
に
つ
い
て
は
、
昨
年
5
月
に
選

挙
細
則
が
改
正
さ
れ
、
無
投
票
で

信
任
と
な
る
。

立
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
生
徒

会
誌
編
集
委
員
長
、
体
育
委
員
長
、

行
事
委
員
長
、
議
会
副
議
長
に
つ

い
て
は
後
日
、
再
選
挙
と
な
る
。

陸
上
部
は
8
月
22
～
23
日
に
花

咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
な
わ
れ
た
第
42
回
北
海
道
高
等

学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
旭
川
支

部
予
選
会
に
出
場
し
た
。
１
５
０

０
ｍ
で
村
上
蒼
空
君
（
電
2
）
が

優
勝
、
や
り
投
げ
で
瀧
田
來
愛
君

（
機
2
）
が
優
勝
、
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
で
4
位
に
入
賞
し
た
。

リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
を
含
む
7
人
は

9
月
16
～
18
日
に
函
館
市
で
行
な

わ
れ
る
全
道
大
会
に
出
場
す
る
。

リ
レ
ー
に
出
場
し
た
部
長
の
田

中
陽
斗
君
（
建
2
）
は
「
今
年
は

旭
工
に
速
い
選
手
が
多
い
の
で
全

道
大
会
出
場
は
当
然
。
一
時
は
メ

ン
バ
ー
の
調
整
が
甘
く
、
走
り
切

れ
な
い
と
思
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
皆

が
頑
張
り
、
バ
ト
ン
パ
ス
に
も
大

き
な
ミ
ス
は
な
か
っ
た
。
チ
ー
ム

で
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
と
4
位
の
結

果
を
残
せ
た
の
で
良
か
っ
た
。
全

道
大
会
に
向
け
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や

練
習
で
調
整
を
し
て
い
く
。
メ
ン

バ
ー
の
バ
ト
ン
パ
ス
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
つ
か
ん
で
、
各
自
の
実
力
も

底
上
げ
し
て
い
く
。
43
秒
台
を
目

指
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
バ
ト
ン
パ
ス

や
体
の
調
整
を
し
て
決
勝
に
出
場

す
る
」
と
意
気
込
ん
だ
。

１
５
０
０
ｍ
に
出
場
し
た
村
上

君
は
「
新
人
大
会
で
は
絶
対
に
自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
て
優
勝
す
る
と

決
め
て
い
た
。
そ
の
二
つ
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

ラ
ス
ト
８
０
０
ｍ
か
ら
先
頭
に
出

て
積
極
的
に
レ
ー
ス
を
進
め
、
ラ

ス
ト
一
周
で
一
気
に
上
げ
て
1
位

に
な
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。
全

道
大
会
に
向
け
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
の
切
れ
味
と
レ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

ラ
ス
ト
１
０
０
ｍ
が
苦
手
な
の
で
、

そ
こ
を
重
点
的
に
練
習
す
る
。
4

分
03
～
06
秒
を
出
し
入
賞
す
る
」

と
意
気
込
ん
だ
。

電
気
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
9
月
10
～
11
日
に
あ
り
、
私
は

北
海
道
電
気
保
安
協
会
旭
川
支
部

に
行
っ
た
▼
1
日
目
の
午
前
は
会

社
の
説
明
や
入
社
す
る
と
き
の
最

低
限
必
要
な
資
格
、
発
電
所
か
ら

一
般
住
宅
に
電
気
を
送
る
ま
で
の

道
の
り
、
感
電
や
停
電
の
な
り
方

や
そ
の
後
の
問
題
、
実
際
に
あ
っ

た
事
故
、
高
圧
受
電
設
備
に
つ
い

て
の
座
学
と
社
内
見
学
な
ど
を
し

た
。
午
後
か
ら
は
Ｖ
Ｒ
体
験
で
感

電
事
故
や
階
段
や
電
柱
か
ら
の
落

下
事
故
、
車
の
衝
突
事
故
を
想
定

し
た
映
像
と
振
動
を
体
験
し
た
。

2
日
目
の
午
前
は
愛
別
ダ
ム
の
見

学
で
発
電
設
備
や
受
電
設
備
を
見

た
り
、
説
明
を
聞
い
た
り
し
た
。

午
後
か
ら
は
高
圧
気
中
負
荷
開
閉

器
や
真
空
遮
断
器
、
高
圧
交
流
負

荷
開
閉
器
の
実
習
を
し
た
▼
私
は

将
来
、
電
気
関
係
に
就
職
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
で
、
感
電
に
関

す
る
説
明
は
将
来
に
生
か
せ
る
と

思
っ
た
。
家
庭
で
の
漏
電
や
火
災

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
ケ
ー
ブ
ル

の
断
線
や
重
い
物
の
下
敷
き
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
洗
濯

機
な
ど
の
接
地
の
し
忘
れ
に
よ
る

漏
電
や
た
こ
足
配
線
に
よ
る
発
火

な
ど
の
事
故
は
日
常
生
活
で
起
こ

り
や
す
い
た
め
気
を
付
け
て
生
活

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
Ｖ
Ｒ
体
験

で
感
電
を
身
を
持
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
保
守
点
検
に
関
す
る

職
業
に
就
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、

水
力
発
電
所
の
見
学
や
説
明
で
教

わ
っ
た
こ
と
を
通
し
て
点
検
の
内

容
な
ど
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

た
め
に
な
っ
た
▼
こ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
を
将
来
に
生

か
せ
る
よ
う
に
し
、
資
格
の
取
得

や
学
業
に
励
み
就
職
の
選
択
肢
を

増
や
し
た
い
。

（
電
2
小
西
）
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観客を楽しませる観客を楽しませる

演
劇
部
は
10
月
1
～
3
日
に
鷹
栖
町
の

た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
る

高
文
連
上
川
支
部
演
劇
発
表
大
会
に
出
場

す
る
。
上
演
作
品
の
脚
本
を
書
い
た
。
タ

イ
ト
ル
は
「
男
子
高
校
生
の
憂
鬱
」
で
、

主
人
公
と
親
友
2
人
が
主
軸
と
な
っ
て
物

語
が
進
ん
で
い
く
。
主
人
公
が
好
き
な
人

に
振
ら
れ
、
そ
れ
を
親
友
2
人
が
い
じ
り

な
が
ら
主
人
公
を
も
て
る
男
性
に
し
て
い

く
、
失
恋
ギ
ャ
グ
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
夏
休

み
前
か
ら
脚
本
を
考
え
、
2
、
3
回
書
き

直
し
て
１
か
月
ほ
ど
で
完
成
さ
せ
た
。

部
員
は
6
人
。
今
回
は
ギ
ャ
グ
作
品
な

の
で
、
テ
ン
ポ
が
大
事
に
な
る
。
観
客
を

飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
な
テ
ン
ポ
を
意
識
し

て
練
習
し
て
い
る
。
ま
た
登
場
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
全
体
的
に
ギ
ャ
グ
寄
り
で
テ

ン
シ
ョ
ン
が
高
い
の
で
、
皆
で
元
気
良
く

演
じ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

本
番
で
は
観
客
を
1
回
は
笑
わ
せ
た
い
。

後
輩
た
ち
は
演
技
力
が
高
い
の
で
、
今
後

の
伸
び
し
ろ
に
期
待
し
た
い
。

演
劇
部
は
10
月
1
～
3
日
に
鷹
栖
町
の

た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
る

高
文
連
上
川
支
部
演
劇
発
表
大
会
に
出
場

す
る
。
上
演
作
品
の
脚
本
を
書
い
た
。
タ

イ
ト
ル
は
「
男
子
高
校
生
の
憂
鬱
」
で
、

主
人
公
と
親
友
2
人
が
主
軸
と
な
っ
て
物

語
が
進
ん
で
い
く
。
主
人
公
が
好
き
な
人

に
振
ら
れ
、
そ
れ
を
親
友
2
人
が
い
じ
り

な
が
ら
主
人
公
を
も
て
る
男
性
に
し
て
い

く
、
失
恋
ギ
ャ
グ
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
夏
休

み
前
か
ら
脚
本
を
考
え
、
2
、
3
回
書
き

直
し
て
１
か
月
ほ
ど
で
完
成
さ
せ
た
。

部
員
は
6
人
。
今
回
は
ギ
ャ
グ
作
品
な

の
で
、
テ
ン
ポ
が
大
事
に
な
る
。
観
客
を

飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
な
テ
ン
ポ
を
意
識
し

て
練
習
し
て
い
る
。
ま
た
登
場
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
全
体
的
に
ギ
ャ
グ
寄
り
で
テ

ン
シ
ョ
ン
が
高
い
の
で
、
皆
で
元
気
良
く

演
じ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

本
番
で
は
観
客
を
1
回
は
笑
わ
せ
た
い
。

後
輩
た
ち
は
演
技
力
が
高
い
の
で
、
今
後

の
伸
び
し
ろ
に
期
待
し
た
い
。

美
術
部
は
8
月
19
～
21
日
に
旭

川
市
民
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
た

高
文
連
上
川
支
部
美
術
展
・
研
究

大
会
に
参
加
し
た
。
酒
井
柊
也
君

（
建
3
）
と
中
嶋
未
留
人
君
（
情

2
）
が
入
選
し
、
作
品
が
全
道
大

会
に
出
品
さ
れ
る
。
佳
作
に
は
谷

藍
衣
さ
ん
（
化
3
）
、
大
田
泰
士

君
（
電
3
）
、
鈴
木
結
人
君
（
情

2
）
、
森
脇
千
桜
さ
ん
（
建
1
）

が
選
ば
れ
た
。
6
人
は
10
月
8
～

9
日
に
釧
路
市
で
行
な
わ
れ
る
全

道
大
会
に
参
加
す
る
。

酒
井
君
は
「
自
分
の
作
品
が
評

価
さ
れ
、
入
選
し
て
う
れ
し
か
っ

た
。
絵
は
想
像
上
の
人
物
で
表
情

や
色
な
ど
で
社
会
へ
の
不
満
な
ど

を
表
し
た
」
と
語
っ
た
。

中
嶋
君
は
「
入
選
で
き
て
う
れ

し
い
。
作
品
は
人
間
と
魚
が
共
存

し
て
い
る
世
界
で
、
魚
が
死
ん
だ

あ
と
、
人
間
は
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
の
か
を
想
像
し
な
が
ら
描
い

た
。
多
く
の
色
を
使
い
、
カ
ラ
フ

ル
な
作
品
に
し
た
こ
と
で
、
見
る

人
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
評
価

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か

ら
は
さ
ら
に
色
の
使
い
方
を
学
び
、

次
の
作
品
を
ど
う
す
れ
ば
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
で
き
る
の
か
考
え
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

美
術
部
は
8
月
19
～
21
日
に
旭

川
市
民
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
た

高
文
連
上
川
支
部
美
術
展
・
研
究

大
会
に
参
加
し
た
。
酒
井
柊
也
君

（
建
3
）
と
中
嶋
未
留
人
君
（
情

2
）
が
入
選
し
、
作
品
が
全
道
大

会
に
出
品
さ
れ
る
。
佳
作
に
は
谷

藍
衣
さ
ん
（
化
3
）
、
大
田
泰
士

君
（
電
3
）
、
鈴
木
結
人
君
（
情

2
）
、
森
脇
千
桜
さ
ん
（
建
1
）

が
選
ば
れ
た
。
6
人
は
10
月
8
～

9
日
に
釧
路
市
で
行
な
わ
れ
る
全

道
大
会
に
参
加
す
る
。

酒
井
君
は
「
自
分
の
作
品
が
評

価
さ
れ
、
入
選
し
て
う
れ
し
か
っ

た
。
絵
は
想
像
上
の
人
物
で
表
情

や
色
な
ど
で
社
会
へ
の
不
満
な
ど

を
表
し
た
」
と
語
っ
た
。

中
嶋
君
は
「
入
選
で
き
て
う
れ

し
い
。
作
品
は
人
間
と
魚
が
共
存

し
て
い
る
世
界
で
、
魚
が
死
ん
だ

あ
と
、
人
間
は
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
の
か
を
想
像
し
な
が
ら
描
い

た
。
多
く
の
色
を
使
い
、
カ
ラ
フ

ル
な
作
品
に
し
た
こ
と
で
、
見
る

人
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
評
価

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か

ら
は
さ
ら
に
色
の
使
い
方
を
学
び
、

次
の
作
品
を
ど
う
す
れ
ば
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
で
き
る
の
か
考
え
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

西中美咲さん(化2)西中美咲さん(化2)

演劇部 脚本・演出演劇部 脚本・演出

好きな食べ物はうどん好きな食べ物はうどん

中
嶋
未
留
人
君
（
情
2
）
の
作
品

中
嶋
未
留
人
君
（
情
2
）
の
作
品

酒井柊也君(建3)の作品酒井柊也君(建3)の作品

生徒会役員選挙生徒会役員選挙

会長候補に浪岡君と今西君会長候補に浪岡君と今西君

4役員は再選挙に4役員は再選挙に
生
徒
会
役
員
選
挙
の
立
会
演
説
会
と
投
票
が
今
日
の
1
時
間
目

に
行
な
わ
れ
る
。
会
長
に
は
浪
岡
凌
玖
君
（
土
2
）
と
今
西
孝
太

君
（
電
2
）
が
立
候
補
し
た
。
8
役
員
は
無
投
票
で
当
選
し
た
。

残
り
の
4
役
員
に
つ
い
て
は
後
日
、
再
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
。

生
徒
会
役
員
選
挙
の
立
会
演
説
会
と
投
票
が
今
日
の
1
時
間
目

に
行
な
わ
れ
る
。
会
長
に
は
浪
岡
凌
玖
君
（
土
2
）
と
今
西
孝
太

君
（
電
2
）
が
立
候
補
し
た
。
8
役
員
は
無
投
票
で
当
選
し
た
。

残
り
の
4
役
員
に
つ
い
て
は
後
日
、
再
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
。

陸上部陸上部

「
作
品
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い
」

「
作
品
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い
」

美術部美術部

2
人
が
入
選
で
全
道
へ

2
人
が
入
選
で
全
道
へ

会 長 （選 挙）

副 会 長 島田 大輝(建2)

書 記 長 入江 大峨(情2)

書記次長 只野 恋(土1)

会 計 長 蓼原 海斗(土2)

会計次長 牛田 隆希(土2)

生徒会誌編集委員長

(再選挙)

体育委員長 (再選挙)

行事委員長 (再選挙)

議会議長 長部 音哉(土2)

議会副議長 (再選挙)

監査委員長 岸本 強汰(土1)

監査副委員長

甲賀 悠斗(土1)

会 長 （選 挙）

副 会 長 島田 大輝(建2)

書 記 長 入江 大峨(情2)

書記次長 只野 恋(土1)

会 計 長 蓼原 海斗(土2)

会計次長 牛田 隆希(土2)

生徒会誌編集委員長

(再選挙)

体育委員長 (再選挙)

行事委員長 (再選挙)

議会議長 長部 音哉(土2)

議会副議長 (再選挙)

監査委員長 岸本 強汰(土1)

監査副委員長

甲賀 悠斗(土1)

新生徒会役員新生徒会役員

3
種
目
で
全
道
出
場

3
種
目
で
全
道
出
場

自
己
ベ
ス
ト
を
伸
ば
す

自
己
ベ
ス
ト
を
伸
ば
す



高
文
連
上
川
支
部
新
聞
研
究
大

会
が
8
月
17
日
に
旭
川
市
民
文
化

会
館
で
行
な
わ
れ
た
。
4
校
の
生

徒
22
人
と
顧
問
8
人
が
参
加
し
た
。

午
前
は
開
会
式
の
後
、
旭
川
市
役

所
へ
取
材
に
行
っ
た
。
総
合
庁
舎

の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
、
ア
ス
リ
ー
ト

ス
ク
エ
ア
、
議
場
を
担
当
職
員
の

方
や
旭
川
市
長
の
今
津
寛
介
さ
ん

（
49
）
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
特
別
に
市
長
室
で
今
津
市

長
に
取
材
し
た
。

午
後
か
ら
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
分
科
会
を
行
な
っ
た
。

分
科
会
①
で
は
、
10
月
7
～
9
日

に
函
館
市
で
開
催
さ
れ
る
第
70
回

全
道
高
等
学
校
新
聞
研
究
大
会
に

向
け
て
、
第
Ⅰ
分
科
会
Ａ
の
運
営

者
の
小
西
輝
君
（
電
2
）
と
第
Ⅳ

分
科
会
の
報
告
者
の
武
田
修
大
君

（
旭
川
永
嶺
高
校
）
の
発
表
を
聞

き
、
質
問
や
改
善
点
を
出
し
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
第
Ⅰ
分
科
会
Ａ
の

討
論
を
し
て
全
道
大
会
の
リ
ハ
ー

サ
ル
と
確
認
を
行
な
っ
た
。

分
科
会
②
で
は
、
最
初
に
新
聞

専
門
委
員
（
旭
川
商
業
高
校
定
時

制
新
聞
部
顧
問
）
の
竹
内
和
子
先

生
か
ら
記
事
の
書
き
方
に
つ
い
て

の
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
3

班
に
分
か
れ
、
午
前
中
の
旭
川
市

役
所
で
の
取
材
内
容
を
も
と
に
個

人
で
記
事
を
作
成
し
、
完
成
し
た

記
事
を
発
表
し
て
、
お
互
い
に
講

評
し
あ
っ
た
。

副
局
長
の
小
西
君
は
「
今
津
市

長
に
取
材
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

総
合
庁
舎
の
こ
と
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
仕
事
の
モ
ッ
ト
ー
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
自
分
に
生
か
せ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
午
後
の

分
科
会
①
で
は
、
全
道
大
会
の
第

Ⅰ
分
科
会
Ａ
の
運
営
に
向
け
て
討

論
の
流
れ
や
自
校
の
改
善
点
が
分

か
っ
た
の
で
、
本
番
で
他
校
の
新

聞
局
員
・
部
員
と
協
力
し
、
よ
り

良
い
討
論
を
し
た
い
」
と
話
し
た
。

全
国
高
等
学
校
新
聞
教
育
研
究

会
主
催
の
第
3
回
全
国
高
校
新
聞

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
が
8
月
末
に

届
き
、
新
聞
局
は
企
画
賞
を
受
賞

し
た
。
7
月
末
に
行
な
わ
れ
た
第

50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

あ
き
た
大
会
新
聞
部
門
で
は
第
30

回
全
国
高
等
学
校
新
聞
年
間
紙
面

審
査
賞
で
優
秀
賞
（
ベ
ス
ト
12
）

を
受
賞
し
て
お
り
、
新
聞
局
は
全

国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
ダ
ブ
ル

受
賞
と
な
っ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
1
号
の
み
の
応

募
と
な
っ
て
お
り
、
新
聞
局
で
は

旭
川
市
長
選
挙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

写
真
部
、
陸
上
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
な
ど
の
載
っ
た
工
高
タ
イ
ム

ス
第
５
２
４
号
を
応
募
し
た
。

局
長
の
稲
留
駿
斗
君
（
電
3
）

は
「
旭
工
生
の
活
躍
の
お
か
げ
で

優
秀
賞
と
企
画
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
聞

局
に
応
援
と
取
材
に
協
力
を
」
と

感
謝
の
言
葉
を
話
し
た
。

今
津
寛
介
市
長
は
「
座
右
の
銘

に
し
て
い
る
言
葉
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
目
は
『
龍
と
な
れ
、
雲
自
ず

と
来
た
る
』
と
い
う
言
葉
。
高
い

志
で
理
想
を
持
っ
て
行
動
し
て
い

け
ば
同
士
は
自
然
と
集
ま
っ
て
く

る
と
い
う
意
味
だ
。
二
つ
目
は

『
中
庸
』
と
い
う
言
葉
。
極
端
に

偏
ら
ず
、
ま
た
過
不
足
な
く
調
和

が
と
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
二
つ
の
言
葉
を
い
つ
も
意
識

し
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
一
の
市

長
・
日
本
一
の
街
を
作
る
・
日
本

一
の
職
員
と
・
日
本
一
の
市
民
と

と
も
に
』
と
い
う
考
え
を
大
事
に

し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
職
員
を

大
事
に
す
る
こ
と
で
、
一
団
と
な
っ

て
仕
事
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、

常
に
心
掛
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

自
分
の
選
挙
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
1
回
目
の
演
説
で
は
自
分
の

考
え
を
も
と
に
、
自
分
が
こ
う
し

た
い
と
い
う
公
約
を
掲
げ
て
い
た
。

そ
の
た
め
落
ち
た
の
だ
と
思
う
。

2
回
目
で
は
市
民
の
方
々
の
意
見

や
要
望
を
受
け
て
、
市
民
と
の
約

束
を
果
た
す
た
め
の
公
約
を
掲
げ

た
の
で
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

約
束
し
た
か
ら
に
は
そ
れ
を
果
た

し
た
い
の
で
、
旭
川
を
活
気
の
あ

る
よ
り
良
い
街
に
す
る
た
め
に
日
々

努
力
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
今
津
市
長
に
こ
れ
か
ら

の
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
注
目
し
て

い
る
も
の
は
何
か
を
聞
い
た
。

「
も
う
す
ぐ
、
9
月
19
～
21
日

に
『
食
べ
マ
ル
シ
ェ
』
の
イ
ベ
ン

ト
が
平
和
通
買
物
公
園
で
行
わ
れ

る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
先

立
ち
、
職
員
と
何
度
も
意
見
交
換

を
し
た
。
今
ま
で
通
り
で
は
な
く
、

ど
ん
な
工
夫
を
し
た
ら
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
っ
と
喜
ん
で
も
ら
え
る

か
を
考
え
た
。
今
回
か
ら
新
た
に

子
ど
も
向
け
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
と

大
人
や
観
光
客
が
楽
し
め
る
夜
マ

ル
シ
ェ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
市
民

が
昔
の
よ
う
に
買
物
公
園
を
自
由

に
行
き
来
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
た
い
。
旭
川
市
を
前
よ
り
さ

ら
に
活
気
の
あ
る
都
市
に
し
た
い
」

と
力
強
く
答
え
た
。

第５５０号（２） 工 高 タ イ ム ス ２０２６（令和８）年９月１６日

（
第
５
４
９
号
か
ら
の
続
き
）

私
た
ち
は
9
時
半
頃
、
清
水
沢
の
及

川
さ
ん
の
付
近
に
着
き
、
そ
れ
か
ら
上

流
に
向
っ
て
釣
り
は
じ
め
、
12
時
頃
、

元
の
白
井
さ
ん
の
所
に
姉
の
嫁
ぎ
先
の

家
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
昼
飯
を
食

べ
、
午
後
か
ら
ま
た
釣
り
は
じ
め
ま
し

た
が
、
そ
の
頃
は
何
と
も
気
味
の
悪
い

山
鳴
り
で
し
た
。

地
鳴
り
も
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
、
恐
ろ
し
く
な
っ
て
家
に
帰
り
は

じ
め
ま
し
た
。
陰
の
沢
の
通
学
道
路
を

高
台
に
登
り
、
学
校
の
上
の
中
段
の
楢

（
な
ら
）
の
木
の
あ
た
り
に
来
た
と
き
、

下
か
ら
片
倉
さ
ん
が
走
っ
て
上
が
っ
て

来
ま
し
た
。
「
水
が
流
れ
て
来
る
か
ら

早
く
逃
げ
ろ
」
と
言
う
間
も
な
く
、
沢

一
杯
に
ガ
ス
と
も
水
と
も
つ
か
ぬ
も
の

が
一
瞬
の
う
ち
に
流
れ
過
ぎ
た
の
で
す
。

山
の
木
も
縦
に
な
っ
て
跳
び
は
ね
て
流

れ
て
い
ま
し
た
。
片
倉
さ
ん
は
「
こ
の

山
を
越
す
か
ら
細
野
の
山
に
登
れ
」
と

叫
び
、
私
も
水
だ
か
ら
飛
び
越
え
て
く

る
よ
う
に
見
え
た
の
で
す
。

清
水
の
沢
に
下
っ
て
か
ら
細
野
の
山

の
中
腹
を
片
倉
さ
ん
は
南
に
、
私
た
ち

は
北
の
方
に
向
っ
て
「
水
だ
、
水
だ
」

と
言
っ
て
逃
げ
、
熊
谷
さ
ん
の
所
に
下

り
、
「
爆
発
で
水
が
出
て
大
沢
が
流
れ

て
い
る
」
と
言
っ
て
、
熊
谷
さ
ん
と
す

ぐ
滝
の
沢
か
ら
大
沢
に
帰
っ
て
見
た
と

こ
ろ
、
大
沢
一
帯
が
跡
形
も
な
く
、
水

は
ま
だ
滝
の
よ
う
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

家
の
あ
っ
た
近
く
を
も
し
や
家
族
の

者
が
遣
い
上
っ
て
い
な
い
か
な
と
思
っ

て
探
し
ま
し
た
が
、
1
人
も
助
か
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
家
族
も
家
も
馬

も
道
も
食
べ
物
も
生
活
も
す
べ
て
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
鹿
の
沢
の
高
台
に
上
っ
た

ら
、
高
橋
さ
ん
た
ち
が
素
足
で
7
、
8

人
逃
げ
て
く
る
の
に
出
会
い
ま
し
た
。

藤
山
さ
ん
の
沢
を
ま
た
大
沢
に
下
っ

て
見
ま
し
た
が
、
も
う
暗
く
な
っ
て
何

も
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
坂
の
中
段
で

藤
山
さ
ん
が
入
植
当
時
い
た
所
に
作
業

小
屋
と
し
て
使
っ
て
い
た
古
い
小
屋
が

あ
っ
た
の
で
そ
こ
に
泊
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

そ
の
頃
は
ま
だ
沢
の
泥
水
が
も
の
す

ご
い
音
を
た
て
、
大
き
な
石
も
ゴ
ト
ン

ゴ
ト
ン
と
流
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
考

え
る
力
も
、
言
葉
も
失
っ
て
い
ま
し
た
。

夜
に
入
っ
て
細
い
月
が
出
て
い
ま
し
た

が
、
雨
上
り
の
雲
が
晴
れ
た
り
、
か
か
っ

た
り
、
水
の
流
れ
る
音
に
混
じ
っ
て
助

け
を
呼
ぶ
声
が
聞
え
る
よ
う
な
、
淋
し

い
と
も
何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
思
い

が
し
て
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

夜
が
明
け
か
か
っ
た
の
で
大
沢
に
下
っ

て
見
ま
し
た
。
久
保
木
さ
ん
の
家
が
少

し
高
い
所
だ
っ
た
の
で
残
っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
後

で
分
っ
た
の
で
す
が
、
隣
の
家
に
行
っ

て
い
て
流
さ
れ
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
菊
地
さ
ん
の
家
の
一
部
が
山

手
に
押
し
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ガ
ス

も
晴
れ
て
沢
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
様
子
は
と
て
も
こ
の
世

の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
、
さ
び
し
い
、

せ
い
さ
ん
な
も
の
で
し
た
。
開
拓
30
年

の
努
力
が
す
べ
て
無
く
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
、
下
流
の
方
で
ニ
ワ
ト
リ
の

声
が
聞
え
た
と
き
は
何
と
な
く
救
わ
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

紙
芝
居
の
も
と
と
な
っ
た
被
災
者
の
手
記
は
、

上
富
良
野
町
郷
土
を
さ
ぐ
る
会
が
１
９
８
１
年
に

発
行
し
た
機
関
紙
「
郷
土
を
さ
ぐ
る
」
第
1
号
に

佐
川
亀
蔵
さ
ん
が
寄
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

紙 芝 居

十勝岳爆発
の思い出②

「
水
が
来
る
、
山
に
登
れ
」

巨
石
が
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と

す
べ
て
が
水
に
流
さ
れ
る

日
進
地
区
の
泥
流
被
害

絵
は
井
上
文
雄
さ
ん

開
拓
30
年
の
努
力
が
無
に

木
が
縦
に
跳
び
は
ね
る

ア
ス
リ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
の
北
口
榛
花
選
手
の
手
形
を
力
を
込
め
て
説
明
す
る
今
津
市
長

今津市長

理
想
を
持
っ
て
行
動

食
べ
マ
ル
シ
ェ
に
一
工
夫

全
国
高
校
新
聞
コ
ン
テ
ス
ト

企
画
賞
を
受
賞

新聞支部

旭
川
市
長
と
総
合
庁
舎
を
取
材

全
道
リ
ハ
と
記
事
の
書
き
方
を
学
ぶ


